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２１世紀ＣＯＥﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 京 都 大 学 学長名 尾 池 和 夫 拠点番号 F15 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 

（英訳名） 

病態解明を目指す基礎医学研究拠点（多重遺伝子変異ﾓﾃﾞﾙによる病態解明） 

（COE Formation for Genomic Analysis of Disease Model Animals with Multiple Genetic Alterations）

  研究分野及びキーワード <研究分野： 基礎医学> (ｹﾞﾉﾑ情報) (疾患ﾓﾃﾞﾙ) (免疫) (癌) (老化) 

３．専攻等名 
医学研究科 医学専攻(１８年度までは、生理系、病理系、内科系、外科系、分子医学系、脳統御医科

学系の６専攻）、医学部附属病院、寄付講座 

４．事業推進担当者 （拠点リーダー）本 庶  佑          計２６名 

ふりがな<ローマ字> 
氏  名 

所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 
学 位 

役割分担 
(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)

（拠点リーダー）    

本庶 佑
HONJO    TASUKU

  医学研究科(寄附講座)・教授 京都大学医学博士
分 子 免 疫 学

 免疫（分子免疫；免疫不全と自己応答ﾓﾃﾞﾙ） 
（事業推進担当者）    

光山 正雄
MITSUYAMA  MASAO

  医学研究科(医学専攻)・教授 九州大学医学博士
感 染 免 疫 学

 免疫（感染に対する免疫応答ﾓﾃﾞﾙ） 

成宮 周
NARUMIYA   SHUH

  医学研究科(医学専攻)・教授 京都大学医学博士
分 子 ・ 細 胞 薬 理 学

 免疫、癌（細胞遊走と癌浸潤ﾓﾃﾞﾙ） 

鍋島 陽一
NABESHIMA   YO-ICHI

 医学研究科(医学専攻)・教授 新潟大学医学博士
分 子 遺 伝 学

 老化（老化ﾓﾃﾞﾙKlothoﾏｳｽ） 

北  徹
KITA   TORU

   医学研究科(医学専攻)・教授 京都大学医学博士
生 化 学 ・ 循 環 器 学

 老化（動脈硬化発症機構） 

月田 承一郎
TSUKITA    SYOICHIRO

 医学研究科(分子医学系専攻)・教授 東京大学医学博士
細 胞 生 物 学

 癌（上皮性癌細胞の接着機構）（H17.12.22逝去） 

古瀬 幹夫
FURUSE   MIKIO

 医学研究科(医学専攻)・助教授 総合研究大学院大学博士
細 胞 生 物 学

（学術） 癌（上皮性癌細胞の接着機構）（H17.12.22交替加入/ H18.3.31転出）

松田
MATSUDA

 道行
MICHIYUKI

  医学研究科(医学専攻)・教授 東京大学医学博士
病 態 生 物 医 学

 癌（細胞のがん化と細胞増殖情報伝達系）（H18.4.3交替加入）

武藤 誠
TAKETO   MAKOTO

  医学研究科(医学専攻)・教授 京都大学医学博士
遺 伝 薬 理 学

 癌（消化器癌と浸潤転移ﾓﾃﾞﾙ） 

武田 俊一
TAKEDA   SHUNICHI

  医学研究科(医学専攻)・教授 大阪大学医学博士
放 射 線 遺 伝 学

 癌、老化（ゲノム維持の破綻による発癌・老化） 

今村 正之
IMAMURA   MASAYUKI

 医学研究科(分子医学系専攻)・教授 京都大学医学博士
腫 瘍 外 科 学

 癌（食道、腸、膵臓癌の臨床研究）（H16.3.31交替） 

小野寺 久
ONODERA  HISASHI

 医学研究科(分子医学系専攻)・助教授 京都大学医学博士
腫 瘍 外 科 学

 癌（食道、腸、膵臓癌の臨床研究）（H16.3.31交替加入/H17.5.31転出）

平岡 眞寛
HIRAOKA   MASAHIRO

 医学研究科(医学専攻)・教授 京都大学医学博士
放 射 線 腫 瘍 学

 癌（癌の放射線治療応答性と臨床研究） 

藤井 信吾
FUJII   SHINGO

 医学研究科(医学専攻)・教授 京都大学医学博士
婦 人 科 腫 瘍 学

 免疫、癌（子宮癌の臨床と癌免疫）(H19.3.30交替) 

万代 昌紀
MANDAI   MASAKI

  医学研究科(医学専攻)・講師 京都大学医学博士
婦 人 科 腫 瘍 学

 免疫、癌（子宮癌の臨床と癌免疫）（H19.3.30交替加入） 

木梨 達雄
KINASHI   TATSUO

 医学研究科(寄付講座)・教授 京都大学医学博士
分 子 免 疫 ｱ ﾚ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 学

 免疫（免疫担当細胞とインテグリン）（H17.3.31転出） 

三森 経世
MIMORI   TSUNEYO

  医学研究科(医学専攻)・教授 慶應大学医学博士
臨 床 免 疫 学

 免疫（自己抗体と自己免疫疾患の病因） 

赤水 尚史
AKAMIZU TAKASHI

  医学部附属病院（探索医療ｾﾝﾀー ）･産学連携教授 京都大学医学博士
分 子 内 分 泌 学

 老化（グレリンと摂食・エネルギー代謝） 

野田 亮
NODA   MAKOTO

   医学研究科(医学専攻)・教授 慶應大学医学博士
分 子 腫 瘍 学

 癌（MMP制御因子と癌の浸潤、転移） 

小川 修
OGAWA   OSAMU

   医学研究科(医学専攻)・教授 京都大学医学博士
泌 尿 器 腫 瘍 学

 癌、老化（膀胱癌と腎不全の臨床研究） 

坂井 義治
S A K A I  Y O S H I H A R U

   医学研究科(医学専攻)・教授 京都大学医学博士
腫 瘍 外 科 学

 癌(食道、腸、膵臓癌の臨床研究)（H18.3.17追加） 

一山 智
ICHIYAMA SATOSHI

 医学研究科(医学専攻)・教授 名古屋大学医学博士
臨 床 免 疫 学 ・ 感 染 症 学

 免疫（感染免疫と臨床応用） 

三嶋 理晃
MISHIMA MICHIAKI

 医学研究科(医学専攻)・教授 京都大学医学博士
呼 吸 器 内 科 学

 免疫、老化（結核の臨床研究、老化と肺気腫） 

千葉 勉
CHIBA  TSUTOMU

   医学研究科(医学専攻)・教授 神戸大学医学博士
消 化 器 病 態 学

 癌（胃癌とピロリ菌感染） 

平家 俊男
HEIKE   TOSHIO

  医学研究科(医学専攻)･准教授 京都大学医学博士
小 児 血 液 学

 癌（血液細胞分化と白血病） 

芹川 忠夫
SERIKAWA   TADAO

  医学研究科(附属動物実験施設)･教授 大阪府立大学農学博士
実 験 動 物 学

 共通（疾患ﾓﾃﾞﾙ複合変異小動物の実験動物学的研究）（H16.3.12追加）

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 215,000 215,600 219,200 
231,540 

（23,154） 

232,000 

（23,200） 
1,113,340 
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６．拠点形成の目的 

医学の使命は、疾病の原因を究明し病態を解

明することにより患者の治療と病気の予防に貢献

することである。 

本研究科ではその中核的構成員が免疫・がん・

老化の三領域において、世界に先駆けて各多数

の新規遺伝子を発見し、その遺伝子変異ﾏｳｽを

用いた機能解明においても国際的にﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの

成果を上げてきた。 

これらの三領域は今日、医学的にも最も解明の

期待される社会的要請の高い研究課題であり、か

つまたその病態発症は互いに密接に関連してお

り、すでに自然発生的で緊密な協同研究が育って

いる。 

本計画は、免疫異常・がん・老化の病態解明を

目ざして、京都大学医学研究科の中核的研究者

が、これまで独自に発見した分子を中心として解

析してきた分子情報に基づき、それらの高次機能

を個体ﾚﾍﾞﾙで解析し、さらにその異常による病態

解明を遺伝子変異ﾏｳｽとその交配による多重遺

伝子（複合）変異疾患ﾓﾃﾞﾙ動物を用いて、基礎臨

床双方向からの効率的かつ総合的研究を行うた

めの拠点形成を目的とするものである。 

このような分子遺伝情報に基づいた病態解明を

通して、医学の究極の目的である臨床医学（診

断・治療）への展開（探索医療）に繋げるための情

報を収集発信する。さらに基礎医学研究から常に

臨床医学研究への展開を志向する医の理念を備

えた医学研究者の養成を実現する。この計画を実

施し拠点形成を図ることにより以下の成果の実現

を目的とする。 

１）最新のﾋﾄｹﾞﾉﾑ情報と発生工学を駆使し、一般

の生命科学研究の域を超えて、疾患ﾓﾃﾞﾙ動物の

解析を基盤とし、個体ﾚﾍﾞﾙでの病態解明研究から、

将来的に探索医療などの治療・予防へと発展させ

る基礎医学研究のための拠点形成。 

２）本研究科のおける従来の研究・教育実績に根

ざし、免疫、がん、老化の三領域で個々の研究者

間にすでに自然発生的に発展しつつある共同研

究を更に学際的なものとして意図的・組織的に構

築することで得られる高い実行可能性。 

３）知識と技術のみならず、生命科学から臨床展

開までの「医の理念と倫理」に裏付けられた医学

研究者の教育、養成。 

４）臨床展開（探索医療）を目指した次期ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

への円滑な継続発展の可能性。 

 また、研究・教育において以下の成果の実現を

目的とする。 

【研究】 

１）免疫・がん・老化の領域で新しい病態機構が

解明される。 

2）ﾋﾄとﾏｳｽの病態の比較により、臨床展開の可

能な新知見を絞り込むことができる。 

3）これらの新知見をもとにした探索医療ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑ開始される。 

【教育】 

１）分子遺伝学に基づいた病態解明を志向する

若手研究者の育成が飛躍的に展開される。 

２）我国の将来の基礎と臨床を繋ぐ医学研究者

が養成される。 

３）探索医療をはじめとした次世代の医学研究

の推進役となることが期待される医学研究者

も養成できる。 

このような成果をもとに５年後には、臨床展開を

志向した基礎医学と臨床医学との境界のない連

続した融合と、次期拠点形成への円滑な移行が

可能に成る。 

本拠点のﾃｰﾏとして取り上げる免疫・がん・老化

の領域はいずれも基礎・臨床を問わず医学の最も

中心的な課題であり、学術的意義は極めて高い。

さらに拠点形成により個体ﾚﾍﾞﾙでの機能解析や

病態解析を有効かつ機能的に行なうことができる

効果的な共同研究ｼｽﾃﾑを設置することにより、拠

点内外の研究者の学術的支援にも大きな影響を

与え、探索医療をはじめ、臨床展開を志向した人

間味溢れた医学研究者の教育拠点ともなる。 
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７．研究実施計画 

 本計画においては、個体機能と臨床病態解明の

研究とを、個別の研究者ﾚﾍﾞﾙの多様なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

の集合から、免疫（含む感染）・がん・老化の相互

連関の深い3領域に絞り、遺伝子改変ﾏｳｽを用い

た病態ﾓﾃﾞﾙ動物の解析を中心に、研究者同士の

問題意識の共有化と相互の啓発と連携を軸とし、

より集約的でさらに質の高い研究として意図的に

発展統合させる。個々の研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの発展統

合と新たな展開を可能とするために、連絡会議と

情報発信連絡機関の設置、国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開

催、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備、共通ｻｰﾋﾞｽ、学術・技術指

導などの援助を組織的な枠組みとして構築し、倫

理面も含めた若手研究者の育成に不可欠な研究

ｼｽﾃﾑの体系的整備を行う。 

[平成15年度] 

中央実験動物施設の飼育設備を含む内部設

備を速やかに強化し、作製済改変動物と今後作

製する変異動物全ての集中管理体制を進め、ﾓﾃﾞ

ﾙ動物のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化に着手し、世界中のｾﾝﾀｰと

遺伝子変換動物の交換体制を整える。以後必要

となる多くの遺伝子改変ﾏｳｽ作製や異なった遺伝

背景への交配と、その病態解析を支援するｻﾎﾟｰﾄ

ｼｽﾃﾑの強化に着手する。すでに開始している免

疫関連新規薬剤開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを一層強力に推進

する。3領域に共通した基盤整備をこの年度の主

眼とし、「病態解明COEｺﾛｷｳﾑ」の開催、本拠点ﾎ

ｰﾑﾍﾟｰｼﾞの開設などにより、研究科内外への情報

の発信と情報交換を容易にする。さらに、3大ﾃｰﾏ

を横断的に俯瞰し方向性を助言する指導委員会

設置に向けて制度の整備等を行い、実現化を図

る。  

[平成16年度] 

指導委員会、連絡会議を確立させてその機能

を発揮し、前年度からの個別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進行状況

につき吟味検討し、3ｶﾃｺﾞﾘｰ内で実行可能性の高

い新規の個別ﾃｰﾏを掘り起こし、研究領域の枠を

越えた期待できる研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを立ち上げる。基

礎／臨床を横断する国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを開催し、情

報の収集と発信を行い、国際ﾚﾍﾞﾙでの研究到達

目標を確認する。この年度は独立法人化の初年

度となるため、新法人機構の中での本拠点のより

柔軟かつ実際的な運営方針を、各ﾃｰﾏの推進担

当者、指導委員会、新法人執行部で具体的に検

討策定する。「病態解明COEｺﾛｷｳﾑ」を開催する。

外部評価を行う。 

[平成17年度] 

大学法人としてより柔軟な姿勢で個別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

研究が展開されるよう調整を図る。この時点で、探

索医療ｾﾝﾀｰの専門家を交えた評価助言体制の

構築に着手する。探索医療への志向性を啓発す

るために基礎・臨床の探索医療検討ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰ

ﾌﾟを発足させ、指導委員会と連携して人員、資材

などの補完、補強の可能性を検討する。また多く

の非医学系委員を含む学内倫理委員会の構成

員、社会健康医学専攻の専門家の協力を仰ぎ、

臨床応用の適正化に関わる助言体制の構築を行

う。年度当初の各分野の進捗状況に応じて国際ｼ

ﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを開催する。法人化後も世界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの

研究として成果が上がりつつあるか、経済的効果

（予算執行上の効果）も含めて、外部委員による

客観的評価を受け、さらなる発展を保証する努力

を行う。  

[平成18年度] 

年度当初には各領域の成果に関する充分な内

部検討を実施し、探索医療への移行が具体的に

可能なﾃｰﾏを選定し、ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟを発足させ

て、関連臨床科、探索医療ｾﾝﾀｰとの密接な連携

により臨床応用可能性の具体的検討に入る。必

要に応じて特殊なﾉｳﾊｳを有する企業（研究所）と

の透明性ある技術協力を行い、病態に基づく応用

研究の進展と実用化の可能性を探る。前年度ま

でに未実施の残りの分野に関わる国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

を開催する。  

[平成19年度] 

本拠点形成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで得られた主要な研究成

果を発表し、海外からの招聘者との討論を行う公

開国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを開催する。本拠点で達成され

た基礎医学的な成果とその臨床展開を、国際的

にﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの医学情報として発信し続けると同時

に、次期以降の探索医療ｾﾝﾀｰでの実用化への試

み、産学連携ｵﾌｨｽを通した民間産業ﾚﾍﾞﾙでの応

用化を促進するために、具体的候補ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの選

定と強化を行う。本拠点で確立された概念・研究

方略が他分野を巻き込んで発展的に拡大成長

し、また、高いﾚﾍﾞﾙでの教育を受けた新進の研究

者が他機関を含めた次世代の先端的医学研究を

担い発展させる原動力となるべく、本拠点計画完

了後も継続性のある臨床志向的、統合的医学研

究体制の確立を図る。 
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８．教育実施計画 

 医学系以外の研究領域で実施される生命科学

研究にも、ﾃｰﾏ的には医学系におけるそれと同様

なものは多いが、医学系研究教育機関の特色

は、臨床的視点を兼ね備えた研究者を有するとこ

ろにある。医学系研究教育機関のこのような利点

を活かした人材教育により、多分野知識の技術を

融合・統御することの出来る研究者を教育するこ

とが肝要で、その為には、単なる自然発生的な個

人の努力に依るのみならず、組織をあげてのｼｽﾃ

ﾑ構築が必要である。分子遺伝情報統合による個

体機能と病態解明研究を遂行するためには、医

学部出身者にはﾚﾍﾞﾙの高い生命科学の教育を、

また理系他学部出身者には臨床的知識知見も含

めた病態研究の方法論を十分に修得させることが

肝要である。このような視点から、本研究科の教

育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、基礎医学と臨床医学の最前線の研

究を織り混ぜた独特の構成となっており、今後もこ

れらの努力を継続発展させて行きたい。また本研

究科では医学部出身者（毎年約100名）のみなら

ず多くの優秀な理・薬・農・工学部等の大学院修

士課程出身者（毎年40-50名）を積極的に受入れ

てきた。さらに平成12年度からは医科学修士課程

を設置し、多様な学部教育を背景とする他学部卒

業者に対し、専門医学的教育を補完して医学研

究の最前線で活躍するため、ﾁｭｰﾀｰ制度やｶｳﾝｾ

ﾘﾝｸﾞなど独特の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを充実しつつある。

同時に、博士課程においても、欧米の優れた大学

院教育のｼｽﾃﾑを導入し、高度で国際的な教育制

度に向けてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを具体化し、近い将来に本拠

点の創設と発展に貢献できる研究者集団を保証

するため、物心両面から多彩な計画を実現し、倫

理的で人間性溢れる次世代医学研究者を養成す

る。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

１）世界最高水準の研究教育拠点計画全体の目

的達成度 

  総合的に判断すると、本研究教育拠点計画は

全体として、その目的を十分に達成できたと考え

る。まず、免疫・がん・老化の３領域で本事業実施

年度に得られた研究成果は数多くの国際的一流

学術誌面に掲載公表された。2003-2007年に公表

された学術研究原著論文のうち、掲載誌のimpact 

factorが10.0以上のものへの採択掲載は総数133

編に上り、とくに国際的に極めて評価の高い雑誌

としては、Nature 2報、Nature Medicine 3報、

Nature Immunology 9報、Science 7報、Cell 5報、

New England Journal of Medicine 1報などがあげら

れる。この中で、COE特任准教授が筆頭著者で公

表されたものが3報、COE-RAが筆頭著者のもの

が2報あり、COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで支援された若手の研究

への貢献が明らかと言える。本事業推進期間中

に、関連領域から345名の大学院生が博士号（医

学）を取得し、基礎・臨床研究の今後を担う優秀な

若手を多数送り出すことができた。本研究科で実

施された2つのCOE関連領域の若手研究者から

は、京都大学内部昇格を含めて16名の教授／教

授相当職、27名の准教授／講師、94名の助教を

輩出することができた。また、複数回開催された

COE国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（英語）での若手の口頭発表

の何れもが、その研究内容とともに英語力の観点

からも高い評価を受け、本事業により企画した国

際的活動を保証するための各種取り組みが有効

に機能したことを裏付けた。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ期間内に2回

実施された外部評価（国内外からの著明研究者

から成る評価委員会による英語での経過説明、評

価）では、本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの成果が極めて国際的にも

高いﾚﾍﾞﾙにあるとの評価報告を受けることができ

た。数値的に評価が可能な以上のような成果に基

づき、本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの目的は十分達成したと判断す

る。 

２）人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 免疫・がん・老化の三分野の生命医科学分野で

世界最高水準の研究者を育成するという高い目

標を掲げて平成15年度から平成19年度にかけて

以下のような若手育成・支援活動を行った。また、

将来性のある優秀な若手に格段の発展を可能と

する機会を与え、次世代の本領域研究を担う中心

的人材とするため、本事業推進ﾒﾝﾊﾞｰ全員による

段階的審査を行い、多数の応募者（海外からの応

募を含めた１７名）から７名のCOE特任教官（PIとし

て助教授相当6、助手相当1）を厳選した。各COE

特任教官には独立した研究を可能とする支援（可

能な限りの独立した研究室、基本的研究費配当、

各のPIにCOE助教や教務職員の配置など）を行っ

た。独立したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを担当した各PIによる研究

からは、Nature, Science,など極めて高いインパク

トの国際誌への掲載論文も数多く生まれた。また、

海外の学術雑誌へのレビューや書籍への執筆依

頼なども多く見られた。これらCOE特任教官のうち

3名が学会賞を授与され、国内の主要学会（総会）

での招待講演、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ依頼、座長依頼も数多く

なされた。彼らの多くは、基盤研究(B)以上の科学

研究費補助金、特定領域研究など高額の研究費

を研究代表者として受け、独自の研究費で充分な

研究を責任をもって実行することが可能であった。

同様の厳しい審査を経て選抜されたCOE研究員

（ﾎﾟｽﾄﾞｸ）には初年度の助手に匹敵する給与を支

給し、優秀な大学院生はﾘｻｰﾁ･ｱｼｽﾀﾝﾄ

(COE-RA)に任命し、経済的支援を行った。このよ

うに、優秀な人材の発掘と支援が効果的に進行し

てきた。本事業計画の進行期間内に2回実施され

た外国人を含む外部評価委員による審査では、い

ずれの特任教員も極めて国際的に高い水準の研

究を実施し、将来性に富んだ研究能力を有するも

のとの評価結果が得られた。 

３）研究活動面での新たな分野の創成や、学術的

知見等 

 免疫領域では、世界に先駆けたAIDの発見と抗

体のｸﾗｽｽｲｯﾁ機構の解明および発ｶﾞﾝへの関与、

免疫抑制ﾚｾﾌﾟﾀｰの発見とその免疫病態における

機能解明、ﾌﾟﾛｽﾀｸﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝおよびその受容体を中

心とする炎症やｱﾚﾙｷﾞｰに関わる分子機構の解明、

G蛋白免疫ｼｸﾞﾅﾙと新しいｶﾞﾝ免疫機構の研究お

よびその臨床応用など、国際的に評価の高い独

創的な基礎研究を発信し続けてしている。さらに、

感染進展における細菌由来蛋白分子と宿主防御

免疫機構における相互関係の解明、ﾋﾄ自己免疫

病における自己抗体の役割に関する先駆的な研

究、ﾋﾟﾛﾘ菌による炎症・発ｶﾞﾝ機構の解明など、感

染免疫や臨床免疫研究領域でも国際的に高い評

価の得られる成果が多数生まれた。 

 がん領域では、多重変異ﾏｳｽおよび遺伝子改変
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培養細胞を用いたがん化機構の解明を進め、が

ん抑制遺伝子Apcと他の遺伝子（Cdx2, Smad4）に

２重変異を持つﾏｳｽにおける発がん部位の変化

（小腸→大腸）と新たな浸潤ﾒｶﾆｽﾞﾑ（骨髄系細胞

の関与）、原がん遺伝子N-Rasおよび新規遺伝子

RECKのがん抑制機能、DNA相同組換えにおける

ﾕﾋﾞｷﾁﾝﾘｶｰｾﾞ（Rad18, Ubc13）およびDNAﾎﾟﾘﾒﾗｰ

ｾﾞ（POLQ）の役割、FRET法によるRasおよびRhoﾌ

ｧﾐﾘｰ低分子量Gﾀﾝﾊﾟｸ質の動態などが解明され、

何れも国際的に高い評価が得られた。 

 老化・生活習慣病領域では、老化ﾓﾃﾞﾙﾏｳｽから

単離したKlotho遺伝子の生体恒常性維持機構に

おける役割の解明、ﾅﾄﾘｳﾑ利尿ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞﾌｧﾐﾘｰや

脂肪細胞から分泌されるﾚﾌﾟﾁﾝの解析とそれらを

用いた新規診断法や治療法の確立、酸化LDL受

容体LOX-1と血中可溶性LOX-1の測定による急

性冠症候群の診断、ｲﾝｽﾘﾝ分泌や糖尿病治療の

鍵となるATP感受性ｶﾘｳﾑﾁｬﾈﾙの分子基盤の解

明など、生物学的老化の機序や老化・生活習慣

が深く関わる疾患分野で先駆的な研究が実施さ

れ、国際的に高く評価された。 

４）事業推進担当者相互の有機的連携 

先端的に推進されている個別研究の統合と発展

を促進するために、ﾊｰﾄﾞとｿﾌﾄの両面での有機的

連携を意識した拠点形成を進めてきた。とくに動

物実験の中央管理化及び遺伝子改変動物作出

維持を可能とする設備充実を進め、何れの領域で

も同様のﾚﾍﾞﾙの遺伝子改変動物の使用が可能と

なった。ｿﾌﾄ面では、事業推進打合せ会では主要

な研究成果の紹介も併せて行い、領域別ｺﾛｷｳﾑ、

国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑなどの開催時には本事業関係者

（事業推進担当者、特任教員、ﾎﾟｽﾄﾞｸ、RAなど）全

員に出席を義務付け、口頭発表者以外はポスタ

ー発表を行い、領域を越えた知見の共有化と本研

究科における3領域の研究全体の現状把握を可

能とすることを図ってきた。事業における評価や採

用審査には極力全事業推進担当者があたり、全

体像の認識のもとに個別研究の推進と協力体制

構築が行われるよう留意した。その結果、基礎・臨

床の連携が進んだ。また、遺伝子改変ﾏｳｽ／ラッ

トﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを作成公表し、各個研究室で得られた

個別情報へのｱｸｾｽを可能とし共有化を図った。 

５）国際的競争力ある大学づくりへの貢献度 

国際化をすすめる努力として、大学院生の時期

から世界に通用する研究者になることを意識させ

るために、COE Travel Awardを設け、延べ５４回、

大学院生の海外学会発表を支援した。さらにﾄｯﾌﾟ

ｻｲｴﾝｽに触れる機会を設けるため、ﾉｰﾍﾞﾙ賞受賞

者のRobin Warren教授を特別ｾﾐﾅｰに招聘、また

英語による効果的な研究成果発信の方法を学ば

せる試みとして、姉妹校であるﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ大学医

学部のNeal Nathanson名誉教授を数回招聘し、英

語論文の執筆方法や英語によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ法

に関する英語でのｾﾐﾅｰを開催した。また１７年度

よりCOE研究に携わる大学院生のうち４回生と

COE-RAを対象にTOEICの受験を補助した。一方、

国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑは大学院生が当該領域の最新の

知識を得、彼ら自身の研究活動をｱﾋﾟｰﾙし、英語

によるｾﾐﾅｰに習熟し、そして参加者との共同研究

を成立させるというさまざまな点で貴重な研究者

教育の機会となる。そのような観点から、国際ｼﾝ

ﾎﾟｼﾞｳﾑを4回開催し、そのうち３回はCOE特任教員、

COE研究員、CEO大学院に責任をもってｵｰｶﾞﾅｲ

ｽﾞさせ、教育的効果が最大限発揮されるよう工夫

した。以上の努力によりどれだけの効果があがっ

たかを数値的に評価することは困難であるが、こ

の５年間でとくに若手（ﾎﾟｽﾄﾞｸ、院生など）の英語

による発表力は向上したことは多くの関係者が実

感している。また、国際的に高い評価のある一流

国際誌への掲載論文にも、多くの院生やﾎﾟｽﾄﾞｸが

著者となっており、これも国際的競争力向上の表

れと言うことができる。 

６）国内外に向けた情報発信 

 本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは実際には平成15年秋から予算配当

を受けたが、同年末には独自のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを開設

し、本研究による成果や若手育成の実績をすべて

逐次公表してきた。個別の研究成果の公表は基

本的には原著論文としての国際的英文誌での公

表であるが、とくにその成果をまとめて公表する機

会として2004年10月、2007年6月に国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

を開催し、招待した著明な国内外の研究者も含め

て最新の情報交換を行った。本計画により作成さ

れた遺伝子改変ﾏｳｽのﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽも、本ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

を経由して公開され研究者に情報が提供されてい

る。 

７）拠点形成費等補助金の使途について（拠点形

成のため効果的に使用されたか） 

① 動物実験施設の中央管理化とﾚﾍﾞﾙアップによ

る共通基盤整備 

 事業推進担当者（20名）の各専門領域は異なる



 
 

様式２ 
【公表用】 

京都大学（F15）―7頁 

が、本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの目標達成における一貫した共通

点として、遺伝子変異ﾏｳｽと疾患ﾓﾃﾞﾙ動物を基盤

とすることが挙げられる。そこで、本申請ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の採択・拠点形成費の交付を受けて、初年度には

動物実験施設の充実と変異ﾏｳｽのﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ作成

を重視した予算執行を行った。本学の動物実験施

設は、その老朽化と狭隘化に対処すべく大型改修

工事が行われたところであり、実験動物収容数の

増加には十分対処が可能となっていたが、本ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑの将来展開を重視する観点から、医学研究

科内の複数の動物飼育施設の統廃合と中央管理

化を進め、検疫・隔離ｼｽﾃﾑとﾏｳｽの行動解析ｼｽ

ﾃﾑの重点的整備を図った。さらに、これまで学内

各研究室で作出されてきた各種遺伝子改変ﾏｳｽ

や疾患ﾓﾃﾞﾙﾏｳｽのﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化と研究科内公表を

図り、研究者間の情報共有・相互利用に資するこ

ととした。 

② 若手研究者の研究活動支援 

・平成 15-16 年度にかけて多数（17 名）の応募者

から厳選された 7 名の COE 特任教官(准教授 6、

助教 1)を任用し、特任補助研究員とともに 7 つの

独立ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究を発足させた。 

・医学研究科には約700名の大学院学生が在籍し、

研究室における実験研究の実質的推進力となっ

ている。これらの学生が研究に専念する環境を保

証する目的で、COEﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ採用のResearch 

Assistant（RA）制度を新たに設置した。従来全国

の大学に交付されてきたRA/TA経費による月額よ

りやや高額の支給とした代わりに、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内容と

の整合性、学会発表や論文公表状況などに関す

る厳しい書面審査を行い、免疫、がん、老化の各

領域で各年度26名～40名の採用を行った。これら

のRAは単年度任用とし、毎年新たな審査で厳選

の上採択雇用した。 

・学位取得者の中でとくに優秀な者を選抜し、2年

の任期で平成16-19年度の4年間でのべ14名を

COEﾎﾟｽﾄﾞｸとして任用した。COEﾎﾟｽﾄﾞｸはCOE事

業に関わる庶務作業のｺﾛｷｳﾑの企画にも積極的

に参加させた。 

・大学院生による研究の国際的公表を促進する目

的で、国際学会への発表派遣事業を実施し、事業

推進担当者による厳格な書面審査により、54名を

採択し海外学会での発表のための渡航を補助し

た。 

・大学院生などの英語での発表力、英文執筆能力

を高めることを目的とし、姉妹校締結の米国ﾍﾟﾝｼ

ﾙﾊﾞﾆｱ大学名誉教授による英語論文の書き方、

英語での発表法の集中ｾﾐﾅｰを企画実施した。 

・COE特任教官を中心とし、RA雇用者を含めた若

手研究者が主体的に企画し運営するｺﾛｷｳﾑを開

催した。 

・免疫・がん・老化に関わる特任准教授が講演す

るﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを企画実施し、他領域の研究を若手

が学ぶ機会を提供した。 

③ 相互連絡・情報交換体制の構築 

  多くの異なった研究グループが各々独自の研

究活動を積極的に推進することが重要であるが、

同時に、他の研究グループの研究内容と動向を

認識し、必要に応じて緊密な連携をとることが全

体としての拠点形成と目標の達成には重要である。

そのために、頻回に事業担当推進者会議を開催

して討議を行い、進行状況の認識を深め、方向修

正を行った。また、COE特任教官、RA、海外渡航

支援などの書面審査やﾋｱﾘﾝｸﾞには原則として事

業推進担当者が全員あたることとし、公正かつ客

観的な運用を企図した。 

  本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが対象とする分野は、免疫、がん、

老化の3領域であるため、各研究分野別の委員会

（事業担当推進者）と、動物実験、病理学、組織学

などの専門教授から成る支援促進委員会を設置

し、領域分野別の推進体制と支援体制の強化を

図った。また、事業担当推進者（20名）のほか、特

任教官、COE採用RA、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究関係者（教官、

院生）などが一堂に会するCOE全体連絡会議を開

催し、COE拠点形成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ進行状況の説明と討

論、特任助教授による新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの説明、個別

ｶﾃｺﾞﾘｰ連絡機関に関する討論などを行った。 

④ 情報公開、外部評価 

本COE拠点形成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに関する活動を内外

に公開し、またこれに参画する多くの研究者に遅

滞なく情報を提供する目的で、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを開設し

公開した。このﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのﾚｲｱｳﾄ作成は専門業

者に依頼したが、開設以降の内容の更新や新規

掲載には本業務に熟達した院生を配置し、逐次更

新業務を行ってきた。 

平成 16 年 10 月と平成 19 年 6 月に本拠点の総

合的学術発表及び国内からの著名な研究者を招

聘してｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催並びに外部評価を実施、講

演等を実施した。 

 



 

様式３ 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 
 

京都大学（F15）―1頁 

機 関 名 京都大学 拠点番号 F15 

拠点のプログラム名称 「病態解明を目指す基礎医学研究拠点」（多重遺伝子変異による病態解明） 

１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 

 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 

・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 

    波下線（   ）：拠点からコピーが提出されている論文 

下線（   ）：拠点を形成する専攻等に所属し、拠点の研究活動に参加している博士課程後期学生 
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②国際会議等の開催状況【公表】 
（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参
加者数）、主な招待講演者（３名程度）） 

 

・第１回国際シンポジウム・2004.10.28-30・芝蘭会館・３９８名（３１名）・Frederick Alt（米・ハーバード医大）、

Neal Copeland（米・フレデリック国際がんセンター）、Joahim Herz（米・南西医学センター）、Yoshiaki Ito（シン

ガポール・分子細胞生物学研究所）他 

 

・若手研究者主催国際ワークショップ・2006.2.4.・芝蘭会館・１００名（１２名）・Michael Leiber（米・南カリフォル

ニア大）、Gabriele Bergers（米・カリフォルニア大）、Osamu Takeuchi（大阪大学） 

 

・ノーベル賞講演・2004.6.26・芝蘭会館・約１００名（不明）・Robin Warren（豪・西オーストラリア大） 

 

・国際老化コロキウム・2004.9.2・京大会館・６０名（２名）・Mark E. Fortini（米・国立癌研究所）、岡澤均（東京

医科歯科大学）、柳沢勝彦（国立長寿医療センター研究所）他 

 

・国際がんコロキウム・2006.10.7・芝蘭会館・８８名（４名）・Minjung Kim（米・ハーバード医大）、Robert M. 

Hoffman（米・カリフォルニア大）、村上善則（国立がんセンター）他 

 

・国際免疫コロキウム・2006.11.4・芝蘭会館・１０８名（１８名）・Ofer Mandelboim（イスラエル・ヒブル大）、Pere 

Santamaria（加・カルガリー大）、松本直樹（東京大学）他 

 

・２１ＣＯＥ ＳＹＭＰＯＳＩＵＭ ２００７・2007.6.1-2・３４８名（３３名）・Raymond DuBois（米・アンダーソンがんセ

ンター）、James C. Hogg（加・ブリティッシュコロンビア大）、Linda Partridge（英・ロンドンカレッジ大）他 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜
するものであればその方法を含む）、実施時期、具体的内容 

 

・COE研究員（准教授７名・助教１０名・教務補佐員１名）の採用：COE准教授を中心にCOE関連の研究をサ

ポートした。（2003-2007） 

 

・COEリサーチ・アシスタントの採用：各年度27～40名の博士課程在籍大学院生を選考の上採用し、COE各

研究分野に参画させ研究の効果的推進を図ると共に研究遂行能力の育成を計った。（2003-2007） 

 

・COEポストドクターの採用：大学院博士課程修了者を対象に選考の上採用し、２年の任期でCOEに係る研

究に参画させ、業績を報告させた。（2004-2007） 

 

・海外学会発表派遣補助事業：各年度10～15名程度の博士課程在籍者、COEポストドクター、研究生、研

修員、助手職の附属病院医員、JST特別研究員、事業推進担当者教室所属の研究員（ポストドクター）を対

象に選考の上採用し、海外の主要学会等にて発表と情報収集をさせ、報告させた。（2003-2007） 

 

・COEリサーチ・アシスタント主催でシンポジウムを実施した。（2005.3.19） 

 

・ペンシルバニア大学よりNeil Nathanson教授を迎え英文論文作成ワークショップ（2005-2006 計4回）を行

った。 

 

・ペンシルバニア大学よりNeil Nathanson教授を迎え英語によるプレゼンテーション教育講義「How to Make 

a Scientific Presentation?」を行った。（2005） 

 

・最終学年およびCOE関連学生を対象に、学内でTOEIC-IPテストを実施して英語能力強化へのモチベーシ

ョンを高めた。（2005-2007） 

 

・免疫・がん・老化の３領域それぞれの若手研究者が主体となり各領域の情報収集および内部討論を目的

としたコロキウムを実施した。（2004） 

 

・COE採用のリサーチ・アシスタントが中心となり運営を行って全RA主催シンポジウムを開催した。（2004） 

 

・COE採用の若手研究者（准教授・助教）が中心となりシンポジウムを行い、がん分野の相互交流と情報交

換を行った。（2005） 

 

・病態解明における基礎・臨床を横断する各領域合同のコロキウムを実施した。（2005） 

 

・若手研究者の企画・主催でがん・免疫・老化の３分野で外国人研究者を招き国際コロキウム（３回）を実施

し、若手研究者（COE准教授・COE助教）の口頭発表、およびCOEポストドクター、COEリサーチ・アシスタン

トによるポスター発表をすべて英語で行った。（2006） 

 

・COE国際シンポジウム（2004/2007）を実施、海外の著名な研究者による研究発表及び若手研究者（COE

准教授・COE助教）の口頭発表、およびCOEポストドクター、COEリサーチ・アシスタントによるポスター発表

をすべて英語で行った。 

 

 

 

 

 

 
 



機関名：京都大学 拠点番号：F15 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は十分達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、主として遺伝子変異モデルを用い、「免疫」、「がん」、

「老化」の3領域で病態の解明を目的とした研究教育拠点であり、評価の高い国際雑誌への

論文掲載も多く、各領域において、事業期間中に優れた業績をあげており、評価できる。

また、国際シンポジウムをはじめ国際的な情報発信も活発であり、外部の評価も高く、世

界的拠点形成という目的は十分に達成されたと評価する。 

人材育成面については、リサーチ・アシスタント（ＣＯＥ－ＲＡ）やＣＯＥ特任教官な

どの工夫により拠点活動が活性化されているとともに、若手研究者の育成には、効果的な

支援が行われており、業績にも反映され、拠点形成に対する若手研究者の寄与も認められ、

評価できる。 

研究活動面については、各分野での研究活動は活発で、特に、ＡＩＤ（活性化誘導シチジ

ン脱アミノ酵素）の発見や抗体クラススイッチ機構の解明など免疫領域における成果は高く

評価できる。また、実験施設の整備、疾患モデルマウスのデータベース化も進展している。

事業終了後については、これまでの事業推進担当者の業績から更なる展開が期待され、

基礎的研究とともに今後は探索医療など臨床への展開を期待する。 
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